　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「訪問看護eラーニング～訪問看護の基礎講座～」修了者の
実習に関する協定書（見本）
訪問看護人材養成基礎カリキュラムの修了要件を満たすための臨地実習に関して、○○○○（実習先事業所名を入れる）（以下、「甲」という。）と○○○○（受講生名を入れる）（以下、「乙」という。）との間において、以下のとおり協定を締結する。

第1条（目的）

　　この協定は、甲の施設および訪問看護利用者宅において、訪問看護eラーニング修了者の訪問看護の臨地実習が、円滑に実施され、十分な成果を得るために必要な事項を定め、期待する知識及び技術を習得させることを目的とする。

第2条（甲および乙の役割）

　　甲および乙は、この協定の実現に向けて、それぞれに次に定める役割を果たすよう努めるものとする。

　（1）甲は、本来業務に支障のない範囲で、乙の実習について支援および協力を行うものとする。

　（2）乙は、甲の施設および訪問看護利用者宅における臨地実習に当たっては、事前に甲と十分に調整のうえ、実施する。

第3条（個人情報の保護）

　　乙は、実習において知り得た訪問看護利用者等の個人情報を実習期間はもちろん実

習終了後も第三者に漏洩してはならない。

万一、漏洩等の事故が発生した場合は、直ちに実習を中止し、速やかに甲乙間で対応

を協議する。

第4条（誓約書）

　　甲は、実習に当たり、個人情報の適切な取扱いをするために、乙と誓約書を取交す。

第5条（協定書の期限）

この協定書の期限は、実習開始日から実習終了日とする。

第6条（実習費用）

甲は乙に実習費用（○○○円・金額を記入）を請求する。
第7条（その他）

　　この協定の内容に疑義が生じたとき、またはこの協定に定めのない事項については甲乙協議のうえ、定めるものとする。

甲および乙は本書を２部作成し、それぞれ記名押印のうえ、その１部を保管する。

　　年　　月　　日

甲　　住　所　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　

乙　　住　所　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　

